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県
身
連
の
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告

と
収
支
決
算
が
、
五
月
の
理
事
会
・
評

議
員
会
で
原
案
ど
お
り
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
度
の
各
事
業
の
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
各
地
域
団
体
と
の
緊
密

な
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
県
・
市
町

村
な
ど
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら

着
実
な
執
行
に
努
め
た
。

　

団
体
の
自
主
事
業
と
し
て
は
、
日
本

身
体
障
害
者
福
祉
大
会（
群
馬
県
）、
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
（
茨
城
県
）
へ
の

参
加
や
神
奈
川
で
の
開
催
、
日
本
身
体

障
害
者
団
体
連
合
会
と
連
携
し
、
情
報

の
収
集
や
要
望
活
動
を
行
い
、
情
報
の

提
供
に
努
め
た
。
な
お
、
津
久
井
や
ま

ゆ
り
園
で
発
生
し
た
痛
ま
し
い
事
件
を

忘
れ
ず
に
、
こ
の
事
件
後
に
制
定
さ
れ

た
と
も
に
生
き
る
社
会
か
な
が
わ
憲
章

の
精
神
を
も
っ
て
、
障
害
者
差
別
解
消

法
の
講
演
会
や
講
習
会
を
開
催
し
、
障

害
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
高
め
る
た

め
の
啓
発
を
行
っ
た
。

　

県
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
身
体
障

害
者
福
祉
大
会
等
を
開
催
し
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
福
祉
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
身
体
障
害
者
相
互
の
連
携
を
深

め
着
実
な
推
進
を
図
っ
た
。

　 

県
身
連
新
職
員
紹
介

常
勤
職
員　

浅あ

さ

の野
　
宏ひ
ろ
つ
ぐ次

　

皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
。
昨
年

十
二
月
よ
り
県
身
連
の
職
員
と
し
て
入

り
ま
し
た
浅あ
さ
の野
宏ひ
ろ
つ
ぐ次
と
申
し
ま
す
。
大

学
で
は
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
サ

ー
ク
ル
に
入
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー

が
大
好
き
で
現
在
は
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ

カ
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。
至
ら
な
い
点

が
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

平
成
三
十
年
度

事
業
報
告
・
収
支
予
算

№ 事　業　科　目 決 算 額 予算との増減
1 管　理　費 749,869 160,131
2 人　件　費 577,400 2,600
3 会　議　費 117,144 52,856
4 負　担　金 165,000 0
5 雑　　　費 65,118 ▲15,118
6 管 理 諸 費 604,800 ▲204,800
7 地域団体組織強化費 25,300 34,700
8 広報活動費 1,118,545 21,455
9 身体障害者福祉推進活動費 96,180 ▲51,180
10 部会活動費 900,000 0
11 日身連大会参加費 507,083 52,917
12 相談事業費 10,648 29,352
13 体育振興費 223,061 ▲13,061
14 福祉大会費 1,229,892 ▲79,892
15 社会参加推進センター事業運営費 12,195,000 0
16 神奈川県障害者スポーツ振興事業費 37,667,812 0
17 音声機能障害者発声訓練事業費 1,495,000 0
18 県障害者スポーツ大会開催費 5,544,000 0
19 全国障害者スポーツ大会相模原市選手団派遣費 6,575,000 0
20 県障害者スポーツ振興協議会事務委託費 3,700,000 0
21 県精神障害者スポーツ大会開催事業 4,290,000 0
22 県障害者スポーツサポーター養成事業 1,995,000 0

合　　　計 79,851,852 ▲10,040

平成30年度神奈川県身体障害者連合会事業決算

□ 平成 30 年度事業報告・収支決算、県身連職員紹介
□ 平成から令和へ～平成 30 年間の県身連
□ 逗子市身障協会の活動（逗子市）
□ 創立 60 周年に向けて（海老名市）
□ 県身連肢体部・社会見学のご案内

□ さんぽみち（松田町）
□ みんなの広場（二宮町）
□ 私とスポーツ
□ 県身連事業予定（７月～ 10 月）
□ 編集室から
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（単位：円）

〈主な担当〉

　　体育振興・
　　視覚・聴覚部会
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逗
子
市
　
大お
お
い
し石

　
忠
た
だ
し

　

当
協
会
は
お
陰
様
で
創
立
67
年
の
歴

史
を
歩
め
ま
し
た
。
皆
様
の
励
ま
し
と

ご
支
援
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。現
状
の
課
題
と
し
て
は
、

会
員
の
老
々
介
護
、
老
障
介

護
、
老
病
介
護
で
役
員
の
な

り
手
が
な
い
、
若
い
方
々
の

入
会
が
少
な
い
な
ど
前
途
多

難
に
あ
り
ま
す
。
幸
い
に
先

輩
た
ち
か
ら
受
け
継
い
だ

「
絆
・
協
調
・
和
」
を
大
切
に
、

心
を
ひ
と
つ
に
し
て
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
特
に
紹
介
し

た
い
の
は
、
市
民
で
あ
る
日

中
交
流
協
会
の
会
長
も
な
さ

っ
た
根
本
安
雄
様
が
平
成
元
年
３
月
か

ら
、
ご
自
分
の
誕
生
日
を
記
念
し
、
障

が
い
が
あ
っ
て
も
社
会
を
見
聞
し
、
視

野
を
広
め
て
ほ
し
い
と
毎
年
100
万
円
の

寄
付
を
い
た
だ
き
、
逗
子
市
内
の
育
成

会
、
ろ
う
あ
協
会
等
障
が
い
当
事
者
団

体
が
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
協
会
も
本
年
度
が
最
後
に
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
海
外
、
国
内
含
め
８
回
、

延
べ
約
210
名
の
方
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
体

験
旅
行
を
楽
し
み
、
人
生
に
勇
気
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
残
念
な
の
は
、
ご
本

人
が
高
齢
の
た
め
平
成
26
年
２
月
に
逝

去
を
さ
れ
ま
し
た
。
紙
上
を
か
り
て
、

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

な
お
、
最
後
の
旅
は
「
平
成
」
か
ら

「
令
和
」
へ
の
記
念
と
し
て
試
案
で
す

が
、
伊
勢
神
宮
参
り
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

海
老
名
市
　
佐さ
と
う藤

　
み
よ
子こ

　

我
が
街
海
老
名
市
は
、
神
奈
川
県
の

県
央
に
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
相
模
線
、
小
田
急

小
田
原
線
、相
模
鉄
道
と
鉄
道
が
三
線
、

第
一
東
海
自
動
車
道（
通
称
東
名
高
速
）、

首
都
圏
央
連
絡
自
動
車
道（
圏
央
道
）が

通
る
交
通
の
利
便
性
の
良
い
所
に
あ
り

ま
す
。
又
今
年
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
の
公
認
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て

ロ
シ
ア
チ
ー
ム
が
九
月
二
十
日
～
十
一

月
二
日
迄
、
海
老
名
市
に
滞
在
す
る
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

海
老
名
市
身
体
障
害
者
伸
生
会
は
、

来
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
年
に

創
立
六
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
始
ま
り
は
昭
和
三
十
五
年
十
二

月
、
傷
痍
軍
人
会
と
し
て
で
し
た
。
現

在
は
肢
体
部（
内
部
障
害
含
む
）聴
覚
部
、

視
覚
部
が
あ
り
、
会
員
数
は
百
名
弱
で

す
。
海
老
名
市
で
は
「
か
か
わ
り
。
つ

な
が
り
。
さ
さ
え
あ
い
。」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
「
と
も
に
認
め
あ
う
ま
ち
」
海
老

名
宣
言
を
出
し
て
い
ま
す
。
伸
生
会
は
、

海
老
名
市
障
害
者
団
体
連
合
会
に
属
し

て
い
て
他
団
体
と
一
緒
に
市
と
の
意
見

交
換
や
、
協
力
体
制
を
と
り
な
が
ら
活

動
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。
伸
生
会
の

主
な
活
動
と
し
て
は
年
二
回
の
バ
ス
研

修
旅
行
、
今
年
度
は
六
月
に
山
梨
県
南

ア
ル
プ
ス
市
へ
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
に
行

っ
て
来
ま
し
た
。
同
じ
六
月
に
海
老
名

市
、
座
間
市
二
市
合
同
障
害
者
運
動
会

を
海
老
名
運
動
公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。
十
月
、
十
二
月
に
は
海
老
名

駅
周
辺
で
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

他
に
は
連
合
会
主
催
の
ふ
れ
あ
い
交
流

会
に
参
加
し
て
会
員
以
外
の
方
々
と
交

流
し
た
り
と
、
一
年
を
通
し
色
々
な
行

事
を
し
て
い
ま
す
。
又
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
と
し
て
は
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、

卓
球
、
ダ
ー
ツ
等
有
志
で
集
ま
り
練
習

を
続
け
大
会
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
皆
様
と
楽
し
く
活

動
を
続
け
て
い
け
た
ら
良
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

逗
子
市
身
体
障
害
者

　
福
祉
協
会
の
主
な
活
動

　
～
バ
リ
ア
フ
リ
ー
体
験
旅
行

　
　
　
　
　
　
　
生
み
の
親
～

 

創
立
六
十
周
年
に

　
　
　
　
　
　
向
け
て

市町村のページ

海
老
名
中
央
公
園

観
光
シ
ン
ボ
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
七
重
の
塔
」



身 障 か な が わ令和元年７月 15 日 第 147 号（4）

関東最大級パワースポット「三峯神社」をめぐる

　　「初秋の秩父日帰りの旅」
♦期　日　令和元年９月 24日（火）

♦コース

♦旅行代金　￥10，000–
　 注）募集人員　79 名（参加申込者が 35 名を満たない場合は中止）
　 ◦ 費用に含まれるもの…リフトバス代 ･ 有料道路代 ･ 昼食代 ･ 添乗員費用 ･ 旅行傷害保険。
　 ◦ バスの配車ルート及び時間は、申込締切後に各団体当日責任者様へご連絡いたします。
　 ◦ 当日は身障者手帳、雨具を必ず持参してください。

♦昼食施設　弁天茶屋　℡ 0494-25-0971　住所：埼玉県秩父市久那 2229-6　　　

　 ◦ １階イス席にてご用意。お席までの段差はございません。多目的トイレあり。
　 ◦ お蕎麦が苦手な方は、うどんに変更致します。

♦観光施設
　 三峯神社　 三峯山中、標高 1102 ｍの高海抜地帯にありその山々の強い気が流れ込む龍穴スポット。

そんな関東一とも言われるパワースポットをこの機会に是非ご覧ください。
　 花園フォレスト　 焼きたてパン、ケーキ等お菓子の専門店がならびます。

♦申込方法
　 　各団体毎に参加者を取りまとめ申込書に記入の上、９月６日（木）までに県身連事務局までお申し込

みください。

　　 ※ 申込書は各市町村身障団体長宛にお送りしておりますので、参加を希望される方は所属されている身障団体へ
お問い合わせください。

　 ◦参加申込締切…………９月６日（金）
　 ◦参加費入金締切………９月 13 日（金）※申込締切後は、規定のキャンセル料が発生します。

関東最大級パワースポット「三峯神社」をめぐる

　　「初秋の秩父日帰りの旅」

各地　　　　狭山 PA（トイレ休憩）　　　圏央道　　　狭山日高 IC　　　正丸トンネル
7：30 ～ 8：30

　　　秩父：弁天茶屋（こだわり秩父蕎麦）　　　三峯神社（見学）　　　皆野寄居有料
　　　  11：30 ～ 12：30　　　　　　　　　　　  　 13：30 ～ 14：30

　　　花園フォレスト（お菓子専門のドライブインでショッピング）　　　花園 IC
　　　  16：00 ～ 16：50

　　　圏央道　　　狭山 PA（トイレ休憩）　　　各地
　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　 　　　  18：30 ～ 19：30

～県身連肢体部・社会見学のご案内～～県身連肢体部・社会見学のご案内～
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松
田
町
　
内う
ち
や
ま山

　
幸ゆ

き

こ子

　

松
田
町
は
、酒
匂
川
と
山
に
囲
ま
れ
、

四
季
折
々
を
感
じ
る
事
が
で
き
ま
す
。

　

私
が
住
ん
で
い
る
所
は
（
標
高

二
八
三
メ
ー
ト
ル
）
寄
や
ど
り
きと
言
い
ま
す
。

　

一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、
「
寄
ロ

ウ
バ
イ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
二
万

本
の
ロ
ウ
バ
イ
で
、
黄
色
花
、
香
り
に

つ
つ
ま
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
花
に
雪
が
積
も
り
、
と
て

も
美
し
く
、
県
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪

れ
て
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

会
で
は
、
新
年
会
に
沖
縄
県
民
の
方

を
招
待
し
、
歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

　

松
田
山
で
は
、
二
日
か
ら
「
ま
つ
だ

桜
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
約
一
ヶ
月

県
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
す
。

　

こ
の
時
期
、
さ
く
ら
、
菜
の
花
を
見

な
が
ら
、
歩
行
訓
練
を
実
施
し
、
会
員

の
絆
を
深
め
て
ま
す
。

　

五
月
、
「
寄
若
葉
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
、
近
く
の
中
津
川
で
は
、
川
魚

の
つ
か
み
取
り
が
あ
り
、
子
供
達
の
歓

声
や
、
ス
テ
ー
ジ
場
で
は
楽
し
い
シ
ョ

ー
、
出
店
も
多
く
訪
れ
た
人
々
で
賑
わ

っ
て
ま
し
た
。
又
寄
は
、
過
ご
し
や
す

い
所
で
、
川
の
音
、
鹿
の
声
が
聞
こ

え
、
山
の
動
物
達
に
も
出
合
っ
た
り
、

自
然
そ
の
も
の
で
、
最
近
で
は
、
ハ
イ

キ
ン
グ
、
キ
ャ
ン
プ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

と
県
外
か
ら
訪
れ
る
方
も
増
え
て
き
ま

し
た
。

　

町
で
は
、
こ
の
他
に
も
「
観
光
ま
つ

り
」
大
名
行
連
も
あ
り
、
夏
の
終
わ
り

の
花
火
大
会
（
足
柄
合
同
）
と
イ
ベ
ン

ト
も
沢
山
あ
り
ま
す
。

　

自
然
い
っ
ぱ
い
の
松
田
で
、
楽
し
い

一
日
を
、
過
ご
し
て
見
て
下
さ
い
。
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

二
宮
町
　
河か
わ
は
ら原

　
雅ま
さ
ひ
ろ浩

　

最
近
、
障
害
児
の
為
の
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
県
内
に
は
聴
覚
障
害
と
い

う
障
害
の
特
性
に
よ
り
必
要
と
さ
れ
る

配
慮
を
十
分
に
提
供
で
き
る
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
聴
覚
障
害
児
は
十
分
な
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
事
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
少
し
で
も
改

善
す
る
た
め
に
、
二
〇
一
八
年
十
一
月

か
ら
、
「
聴
覚
障
害
児
の
た
め
の
放
課

後
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
活
動
を
始
め
ま

し
た
。

　

現
在
は
、
県
立
平
塚
ろ
う
学
校
が
あ

る
平
塚
市
と
、
県
立
相
模
原
中
央
支
援

学
校
が
あ
る
相
模
原
市
の
二
カ
所
に
お

い
て
、
月
数
回
、
午
後
の
数
時
間
、
主

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
通
う
聴
覚

障
害
児
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
ろ
う
学
校
以
外
の
学
校
に
通
う
聴

覚
障
害
児
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
一
日
の
活
動
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　

十
四
時
三
十
分
、
学
校
に
て
幼
稚
部

生
徒
を
迎
え
。
十
四
時
四
十
五
分
、
宿

題
・
学
習
タ
イ
ム
。
十
五
時
十
五
分
、

学
校
に
て
小
学
部
生
徒
を
迎
え
。
十
五

時
三
十
分
、 

み
ん
な
で
お
や
つ
タ
イ

ム
。
お
や
つ
の
後
～
交
流
。
十
七
時
、

片
付
け
・
帰
宅
準
備
。
十
七
時
三
十

分
、
解
散
・
送
迎
。　

　

保
護
者
の
方
か
ら
は
も
っ
と
回
数
を

増
や
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
り
ま

す
が
、
ス
タ
ッ
フ
や
場
所
の
問
題
が
あ

り
、
な
か
な
か
要
望
に
応
え
ら
れ
な
い

で
い
ま
す
。
今
後
は
こ
の
活
動
を
充
実

さ
せ
て
い
き
、
将
来
は
聴
覚
障
害
児
の

た
め
の
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
繋

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
松
田
町
の
魅
力

 

ろ
う
児
の
た
め
の

  

放
課
後
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
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藤
沢
市
　
伊い

さ

じ

佐
治
　正ま

さ
ゆ
き幸 

　

私
は
耳
が
聞
こ
え
ま
せ
ん
。
生
ま
れ

な
が
ら
の
ろ
う
者
で
す
。
耳
が
聞
こ
え

な
い
だ
け
で
、
外
見
か
ら
は
耳
が
聞
こ

え
な
い
人
だ
と
わ
か
り
に
く
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
私
は
日
本
手
話
で
話
し
、

聴
者
（
聞
こ
え
る
人
）
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
は
主
に
筆
談
や
メ
ー

ル
が
多
い
で
す
。
私
は
二
〇
〇
〇
年
六

月
（
社
会
人
五
年
目
）
の
と
き
に
本
格

的
に
水
泳
を
始
め
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど

十
八
年
に
な
り
ま
す
。
元
々
泳
ぐ
の
が

好
き
で
し
た
か
ら
、
競
泳
に
出
て
み
た

い
と
い
う
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ

の
頃
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表
の
競

泳
選
手
の
イ
ア
ン
・
ソ
ー
プ
選
手
が
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

彼
の
泳
ぎ
に
魅
せ
ら
れ
て
、
ま
す
ま
す

水
泳
に
の
め
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
会
社
の
水
泳
部
、
身
障
者

の
水
泳
チ
ー
ム
、
一
般
者
の
水
泳
チ
ー

ム
に
も
入
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
、
身
体

障
が
い
者
水
泳
大
会
や
実
業
団
水
泳
大

会
、
マ
ス
タ
ー
ズ
な
ど
一
般
の
水
泳
大

会
ま
で
様
々
な
水
泳
大
会
に
出
場
し
て

い
ま
し
た
。

　

現
在
は
個
人
練
習
が
中
心
に
な
り
、

競
泳
だ
け
で
な
く
、
オ
ー
シ
ャ
ン
ス
イ

ム
も
挑
戦
す
る
な
ど
水
泳
を
楽
し
む
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
水
泳

へ
の
意
欲
を
キ
ー
プ
し
て
き
た
こ
と
が
、

長
年
の
夢
だ
っ
た
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
「
愛
顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
大
会
」

の
神
奈
川
県
代
表
選
手
に
な
れ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
水
泳
は
生

活
の
一
部
で
あ
り
、
生
涯
現
役
で
す
。

だ
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
終
わ
り
は
な
い

ん
で
す
。
ま
た
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
、

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

身
障
か
な
が
わ

は
、
当
初
、
各
市

町
村
団
体
で
会
報
を
発
行
で
き
な
い
状

況
の
な
か
、
発
行
さ
れ
て
今
に
至
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
現
在
で
は
情
報
通
信

が
発
達
し
て
、
カ
ラ
ー
の
印
刷
物
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。
２
年
前
か
ら
年
始
の

表
紙
の
み
カ
ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
が
、

現
在
も
白
黒
で
す
。
や
は
り
、
白
黒
よ

り
も
カ
ラ
ー
の
方
が
目
に
留
ま
り
、
読

ん
で
み
よ
う
と
思
っ
て
も
ら
え
る
と
思

い
ま
す
。
費
用
的
に
は
上
が
り
ま
す
が
、

頁
数
を
減
ら
し
て
も
カ
ラ
ー
に
す
れ
ば
、

多
く
の
方
に
読
ん
で
も
ら
え
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
ど
の
市
町
村
で
も
会
員

の
高
齢
化
、
減
少
に
よ
り
文
章
を
書
け

る
方
が
減
っ
て
い
ま
す
。
原
稿

を
依
頼
す
る
こ
と
も
大
変
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
で
情

報
を
取
得
す
る
こ
と
が
容
易
に

な
っ
た
今
、
身
障
か
な
が
わ
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
べ
き
時
期

だ
と
思
い
ま
す
。

編
集
委
員  

種た
ね
だ田 

多た

か

こ
化
子

 
私
と
ス
ポ
ー
ツ

県身連事業予定
＜７月＞
11 日（木）
14 日（日）

16 日（火）
21 日（日）

26 日（金）
28 日（日）
＜８月＞
03 日（土）
～ 05 日（月）
03 日（土）

04 日（日）

17 日（土）
～ 18 日（日）
17 日（土）
18 日（日）
25 日（日）

27 日（火）
～ 29 日（木）
31 日（土）
＜９月＞
01 日（日）
05 日（木）
07 日（土）
～ 08 日（日）
16 日（日）
17 日（火）
22 日（日）
～ 23 日（月）
23 日（月）
24 日（火）
29 日（日）

＜１０月＞
06 日（日）

12 日（土）
～ 14 日（月）
14 日（月）
16 日（水）

20 日（日）
24 日（木）
29 日（火）

※問い合わせ　電話：045－311－8736
　　　　　　　　　　　045－311－8744
　　　　　　　　 FAX：045－316－6860

 http://kanagawa-kenshinren.or.jp

身体障害者高尾山登山　　　　　　　　（高尾山）
日盲連関東ブロック職業総会

（東京都盲人福祉センター）
身障かながわ編集委員会　　　（県社会福祉会館）
県障害者スポーツ大会水泳競技会

（さがみはらグリーンプール）
視力部　青年部研修会　　　　　　　　（座間市）
ピアスポーツかながわ　　　（カルッツかわさき）
ＧＯ！デフ・ワールド 13　　（藤沢市明治公民館）

デフ・アドベンチャー 2019　　　　　　（長野県）

全国スポーツ大会神奈川県選手団強化練習会
※水泳競技対象　　　（神奈川県ライトセンター）
全国スポーツ大会神奈川県選手団強化練習会

　　　　　　（麻溝公園陸上競技場ほか）
全国スポーツ大会相模原市選手団強化練習会

　　　　　　（麻溝公園陸上競技場ほか）
スポーツサポーター養成講習会

 （横須賀アリーナ・サブアリーナ）
文化部講演会　　　（ひらつか市民活動センター）
視力部団体長会議　　　　　　　　　　（大和市）
全国スポーツ大会神奈川県選手団強化練習会

（不入斗公園ほか）
全国スポーツ大会相模原市選手団強化練習会

（麻溝公園陸上競技場ほか）
日盲連全国盲女性研修大会　　　　　（名古屋市）

３団体合同バーベキュー　　　　　　　　（未定）

上映会　　　　　　　　　　　（藤沢市勤労会館）
ピアスポーツかながわ（海老名運動公園総合体育館）
スポーツサポーター養成講習会

（横浜市磯子スポーツセンター）
肢体部会ダーツ大会　　　　　（藤沢市太陽の家）
長寿を祝う会　　　（県聴覚障害者福祉センター）
日盲連全国盲青年研修大会　　　　　　（三重県）

無資格者撲滅キャンペーン　　　　　　（藤沢市）
肢体部会野外活動　　　　　　　　（埼玉県方面）
全国スポーツ大会神奈川県選手団強化練習会

（荻野運動公園陸上競技場ほか）
全国スポーツ大会相模原市選手団強化練習会

（麻溝公園陸上競技場ほか）
かながわデフ・ウェイ 2019　　　　　　（二宮町）

県身体障害者福祉大会　　　（横須賀市文化会館）
ＧＯ！デフ・ワールド 13（海老名市総合福祉会館）
全国障害者スポーツ大会
　いきいき茨城ゆめ大会　　　　　　　（茨城県）
視力部青年部ハイキング　　　　　　　　（真鶴）
県精神障害者スポーツ大会
バレーボール競技キャプテン会議

（大和スポーツセンター）
ソフトバレーボール大会　　　　（平塚ろう学校）
肢体部会役員会　　　　（神奈川県社会福祉会館）
高齢部社会見学　　　　（キリンビバレッジ湘南）

 [推進センター]

編
集
室
か
ら

県身連からの
お知らせ

　ジパングクラブ特別会員の
年会費が令和元年10月1日
より、現在の金額、1,350円
から、1,400円に変更します。
　詳しくは県身連ホームペー
ジをご覧下さい。


